
06

オ
フ
ィ
ス
チ
ェ
ア
ー〈
ラ
イ
ド
〉

ワーク
スペース

会議
コミュニ
ケーション

収納
家具

役員 
応接

ロビー

倉庫 
工場

教育 
医療
福祉

ソリュー
ション

オフィス
システム

デスク

ブース
ローパー
ティション

事務
会議
チェアー

230

骨盤がしっかりとホールドされており、体幹が安定した状態で保たれることか
ら、前方への重心移動が容易で、特に前傾姿勢を主とする机上作業に適してい
ます。また、スイングスライド機構によりもたらされるロッキング運動は、低負荷
で長時間持続可能であるため、年齢や体格の違いによらず、多くのワーカーに適
するとともに、以下のような効果が期待できると考えられます。

【体液量調節の効果】
ロッキング運動がもたらす、女性ワーカーなどによく見られる、下肢のむくみ軽
減に関連する体液量調節の効果。

【リラクゼーション効果】
ロッキングチェアーに座って揺られている時のような、（前庭系を介した）心地よ
い刺激やリラクゼーション効果。
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研究テーマは、「車いすシーティング」「いすシーティング」
アクティブバランスシーティング理論に基づき、重度障
がい者、高齢者の車いす・いすの開発評価に従事。

骨盤の後ろ側が広くしっかりと支えられる。 前傾姿勢が机上作業での腰の負担を軽減。

心地よく揺れるだけで、からだが徐々に温まる
ライドで、前後の揺れ動きを繰り返すと、体表面温度がゆるやかに上昇します。
血流や冷え性の改善などの効果が期待できます。
※体表面温度分布を可視化するサーモグラフィー画像により、ライドに座り、３０分間・３秒周期で、スイン

グスライド動作（前後揺動）実施前後の体表面温度分布を示しています。
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シート部が、後方に５°まで傾き
ます。ふとしたときにリラックス
したり、思い浮かんだアイディア
を整理したいとき、そのまま後
ろにもたれて、からだを伸ばせ
ます。

BACK position　ー後傾位置ー

一般チェアーの標準位置です。
資料の閲覧や、タブレット操作
に適しています。
※スイングロックレバーを操作し、水

平位置で、スイング動作をロック
できます。

CENTER position　ー水平位置ー

シート部が、前方に５°まで傾き
ます。キーボード作業や筆記作
業などでも、骨盤を立たせて背
骨のS字カーブを保ち、ワーカー
の前かがみ姿勢による、腹部の
圧迫や猫背姿勢を回避します。

FRONT position　ー前傾位置ー

スムーズな動きで、
さまざまなデバイス・作業内容ごとに異なる、
「負担の少ない正しい姿勢」への移行をサポート

心地よく揺れるスイング動作は
年齢や性別、体格に関わらず多くの方が体感でき、
むくみ軽減などの効果も期待できます。

ふくらはぎが適度に動き、むくみの軽減に
従来のチェアーのロッキング時に比べ、ライドで前後に揺れ動いた時には、「第二の心臓」
ともよばれる「ふくらはぎ（腓腹筋）」の活動がみられます。足のむくみ軽減に関連する体液
量調節の効果が期待できます。
※グラフは、実験中の筋出力を示したものです。
　筋出力が大きいほど筋肉の活動が活発であることを示しています。
※実験は、各々以下の動作を３秒周期で実施。
　＜ライド＞スイングスライド動作（前後揺動）　＜従来型＞ロッキング～アップライト姿勢

腓腹筋

上半身の力を使わずに、心地よい揺れを体感
従来のチェアーのロッキング時には、上半身に筋力負荷がかかるのに対し、ライドは、上半
身の無駄な力を使わずに、前後に揺らすことができます。年齢や性別、体格に関わらず、多
くのワーカーが心地よい揺れを体感できます。
※グラフは、実験中の筋出力を示したものです。
　筋出力が大きいほど筋肉の活動が活発であることを示しています。
※実験は、各々以下の動作を３秒周期で実施。
　＜ライド＞スイングスライド動作（前後揺動）　＜従来型＞ロッキング～アップライト姿勢

胸鎖乳突筋

立位 立位

バイオマス素材を使用
環境仕様
eco

クッション材料に植物由来の成分を使用。従来品同等のクッション性・耐久性を維持
しながら、温室効果ガスの排出削減に貢献する商品です。


